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[∃ -変数実数値関数f(E)について,

(i) xYaf(a) - bということの正確な定義を述べよ･

(ii) lAnJ(X) - bということの正確な定義を述べよ･

巨] Roneの定理を正確に述べ,連続関数わいての事柄は既知

として,これを証明せよ.

[∃ I(a)は実数全体で定義された2回微分可酌関数, a,a,C

はa<b<Cを満たす実数とする･このとき,I(a)-I(9)-I(C)

が成り立てばf′′(i) - 0を満たすEが存在することを示せ.

□

(i) u(3;),V(I)の積uvのn階導関数についてのLeibnizの微分

法則を述べよ.

(ii) xJiTgのn階導関数を求めよ.

[ヨ区間[a,X]でn回微分可能な関数作ついてのTaylorの

定理を正確に述べよ･さらにfが無限回微分可能なとき, fの

Taylor級数がfと一致するための十分条件を1つ述べよ.

E何の0を中心とする3次の叫lorの近似多項式を

求めよ･またその近似多項式とVITgの誤差をo ≦ X < o･1に

おいて評価せよ.

[∃ f= la,b]→馴絹界とし, la･b]の分割△-tZilT-1と凧

の意味は既知として,次の間に答えよ.

(i)分割△に関する過剰和β(∫,△)と不足和β(∫,△)の定義を

述べよ.

(ii) fが【a,b]上で積分可能ということの定義を述べよ.

F J

(i) 3%'-筍2Xfl言2を部分分数展凱たときの形がどのよう

になるか述べ声. (係数を実際に求める必要はなく, A,月,Cなど

の記号で表せ･≒ )

2X+2X2 +X3
の不定積分を求めよ.

El次の不定積分についての次の間に答えよ･

(i) R(S,i)をS,iの有理式とするとき, /
R(sin三石, COST)血を

有理関数の不定積分に帰着させる方法を述べよ.

至宝d招求めよ


